
１）暗号等に基づくセキュリティコンピューティング，２）各種物理攻撃（システムに物理的にアクセスして行う
攻撃）に対する頑健なセキュリティシステム，３）利用環境や応用分野を考慮した情報通信システムのセキュ
リティ設計・評価を主な研究テーマとして取り組んでいる．将来的には，ハードウェアアルゴリズムからシステ
ム実装，環境・応用までを系統的に統合したシステムセキュリティ設計・評価技術の確立を目指している．
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ハードウェアセキュリティ

エッジNWセキュリティ 本研究グループの
主な研究対象

組込みシステムセキュリティ

サイバーセキュリティ

IoTやCPS等の次世代情報通信技術の情報セキュリティ技術，特に，膨大かつ多様な情報発生源（センサ端
末）のレベルからシステムの安全性・信頼性を担保するサイバーフィジカルセキュリティ技術を対象とする


